
REPORT
蓄
電
池
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
参
入
が
相

次
い
で
い
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
併
設
型
蓄
電
池
事
業
に
代
わ
っ

て
系
統
用
蓄
電
池
事
業
が
今
回
の

主
役
で
あ
る
。
関
西
電
力
（
Ｅ
―

Ｆ

ｌ
ｏ
ｗ
）、
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
、
大
阪
ガ

ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
手
、
分

散
し
た
電
力
設
備
を
取
り
ま
と
め
る

Ｖ
Ｐ
Ｐ
事
業
を
展
開
す
る
エ
ナ
リ

ス
、
東
芝
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

ズ
（
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）、
デ
ジ
タ
ル
グ
リ
ッ

ド
、Shizen Connect

、
し
ろ
く

ま
電
力
な
ど
、
そ
の
顔
ぶ
れ
は
多
彩

だ
。
パ
ワ
ー
エ
ッ
ク
ス
、
Ｇ
Ｓ
ユ
ア

サ
な
ど
蓄
電
池
供
給
企
業
の
動
き
も

活
発
で
あ
る
。
10
年
近
く
か
か
っ
て

い
た
蓄
電
池
の
投
資
回
収
が
２
〜
３

年
に
縮
ま
る
事
例
も
出
て
い
る
。

背
景
に
あ
る
の
は
需
給
調
整
市
場

の
本
格
稼
働
で
あ
る
。
２
０
２
１
、

22
年
に
開
設
さ
れ
た
電
力
供
給
指
令

か
ら
数
十
分
で
電
力
供
給
が
必
要
と

な
る
三
次
調
整
力
市
場
に
続
き
、
24

年
に
開
設
さ
れ
た
、
数
秒
か
ら
数
分

の
短
時
間
対
応
を
求
め
る
一
次
、
二

次
調
整
力
市
場
で
は
、
電
力
供
給
の

出
力
増
減
（
Δ
kW
）
に
対
し
１
時
間

当
た
り
39
・
02
円
（
30
分
当
た
り

19
・
51
円
）
と
い
う
上
限
価
格
が
設

定
さ
れ
た
。
短
時
間
対
応
が
で
き
る

事
業
者
不
足
の
た
め
、
上
限
価
格
で

の
取
引
が
頻
発
。
結
果
と
し
て
、
早

期
の
参
入
企
業
は
容
易
に
利
益
を
上

げ
ら
れ
る
状
況
が
生
ま
れ
た
。

そ
れ
を
見
て
参
入
企
業
が
続
出
し

て
い
る
。
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
（
事
業
用

大
規
模
太
陽
光
発
電
）
事
業
で
成
功

し
た
企
業
群
や
フ
ァ
ン
ド
が
蓄
電
池

投
資
に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
事
業
者
は
、
再
エ
ネ
併
設
型

蓄
電
池
事
業
、
あ
る
い
は
長
期
脱
炭

素
電
源
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
入
札
を
検

討
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
23
、
24

年
度
の
長
期
脱
炭
素
電
源
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
で
は
採
択
枠
が
少
な
過
ぎ
て
多

く
の
事
業
者
は
失
注
し
た
も
の
の
、

蓄
電
池
へ
の
投
資
を
準
備
す
る
機
会

を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
需
給
調
整

市
場
は
多
く
の
事
業
者
に
投
資
機
会

を
与
え
た
格
好
だ
。

取
引
判
断
力
と
資
金
力
が
重
要 

連
携
に
向
け
た
動
き
が
活
発
化

系
統
用
蓄
電
池
事
業
は
、「
ト
レ

ー
デ
ィ
ン
グ
力
」
と
「
資
金
力
」
と

い
う
異
な
る
能
力
を
必
要
と
す
る
。

ま
ず
、
需
給
調
整
市
場
を
活
用
す
る

た
め
、
蓄
電
池
の
稼
働
率
と
販
売
価

格
を
最
適
化
し
て
収
支
を
最
大
化
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
参
入
者
が
増

え
れ
ば
、
上
限
価
格
で
の
落
札
は
難

し
く
な
る
た
め
、
市
場
取
引
の
判
断

力
の
重
要
性
が
増
す
。
一
方
、
規
模

に
か
か
わ
ら
ず
シ
ス
テ
ム
コ
ス
ト
や

人
件
費
と
い
っ
た
固
定
費
は
ほ
ぼ
一

日
本
総
合
研
究
所 

創
発
戦
略
セ
ン
タ
ー

シ
ニ
ア
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

瀧
口 

信
一
郎

系
統
用
ビ
ジ
ネ
ス
に
参
入
ラ
ッ
シ
ュ

事
業
者
が
魅
力
を
感
じ
る
収
益
構
造

２
０
２
４
年
ご
ろ
か
ら
急
激
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
蓄
電
池
ビ
ジ
ネ
ス
。

こ
の
要
因
は
何
か
、
そ
し
て
ブ
ー
ム
は
長
続
き
す
る
の
か
。
現
状
と
展
望
を
探
っ
た
。
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と
の
声
を
受
け
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
は
、
次
世
代
電
力
・
ガ
ス
事
業
基

盤
構
築
小
委
員
会
・
制
度
検
討
作
業

部
会
で
上
限
価
格
の
再
検
討
を
始
め
、

26
年
度
か
ら
１
時
間
当
た
り
14
・
42

円
（
30
分
当
た
り
７
・
21
円
）
に
上

限
価
格
を
下
げ
る
方
向
に
あ
る
。
こ

の
上
限
価
格
水
準
で
も
収
益
性
は
見

込
め
る
は
ず
だ
が
、
制
度
変
更
リ
ス

ク
を
嫌
気
し
て
参
入
を
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇す
る
企

業
も
出
て
い
る
。

エ
ネ
庁
に
は
、
市
場
の
継
続
性
に

配
慮
し
た
長
期
・
複
数
年
に
わ
た
る

方
針
を
提
示
し
、
民
間
事
業
者
の
予

見
可
能
性
を
高
め
る
運
用
の
重
要
性

を
指
摘
し
た
い
。
６
カ
月
ご
と
に
上

限
価
格
が
変
更
さ
れ
得
る
現
状
で
は
、

事
業
者
は
制
度
動
向
を
注
視
す
る
必

要
が
あ
る
。

国
産
化
の
動
向
も
忘
れ
て
は
い
け

な
い
。
製
造
国
の
偏
り
に
よ
る
供
給

リ
ス
ク
を
懸
念
し
、
25
年
度
の
長
期

脱
炭
素
電
源
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
募
集

要
項
で
は
新
た
に
「
１
国
・
地
域
当

た
り
の
蓄
電
池
容
量
を
30
％
未
満
に

す
る
」
と
の
要
件
が
加
え
ら
れ
た
。

今
後
、
蓄
電
池
の
調
達
に
影
響
が
出

り
離
す
方
針
を
持
っ
て
い
る
と
見
ら

れ
る
。

上
限
価
格
変
更
が
収
益
に
影
響 

制
度
の
動
向
に
注
視

系
統
用
蓄
電
池
事
業
は
、
制
度
設

計
次
第
で
収
益
が
大
き
く
左
右
さ
れ

る
。
直
近
で
は
収
益
性
が
高
す
ぎ
る

定
で
、
投
資
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
収

益
性
が
向
上
す
る
た
め
、
投
資
余
力

の
あ
る
企
業
に
有
利
に
働
く
。

系
統
用
蓄
電
池
事
業
は
、
市
場
取

引
に
長
け
た
運
用
企
業
と
安
定
し
た

資
金
力
を
持
つ
所
有
企
業
が
協
力

し
、
二
つ
の
相
反
す
る
能
力
を
組
み

合
わ
せ
る
連
携
が
今
後
の
市
場
拡
大

の
鍵
を
握
る
。
多
く
の
系
統
用
蓄
電

池
事
業
で
、
蓄
電
所
と
ト
レ
ー
デ
ィ

ン
グ
を
行
う
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
（
市

場
取
引
者
）
の
連
携
ス
キ
ー
ム
が
検

討
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
（
下
図

参
照
）。
ま
ず
蓄
電
所
を
ア
グ
リ
ゲ

ー
タ
ー
に
貸
与
す
る
形
が
考
え
ら
れ

る
が
、
蓄
電
所
側
で
事
業
リ
ス
ク
を

取
り
、
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
が
シ
ス
テ

ム
と
運
用
基
盤
の
提
供
を
行
う
こ
と

も
あ
る
。
役
割
と
リ
ス
ク
の
分
担
を

決
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
事
業
開
始

の
分
岐
点
と
な
る
。
投
資
体
力
の
あ

る
電
力
・
ガ
ス
・
石
油
の
大
手
企
業

は
二
つ
の
能
力
を
備
え
て
い
る
た
め
、

早
期
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
い
る
。

だ
が
、
連
携
先
の
リ
ー
ス
会
社
と
の

共
同
事
業
も
多
い
た
め
、
事
業
拡
大

の
た
め
に
は
資
産
所
有
リ
ス
ク
を
切

る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
系
統
用
蓄
電
池
事
業
者
も

需
要
併
設
型
蓄
電
池
を
ど
う
活
用
す

る
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
元
来
、

蓄
電
池
は
電
力
系
統
外
に
設
置
す
る

も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
。
蓄

電
池
は
、
工
場
、
通
信
基
地
局
、
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
、
自
治
体
の
防
災
用

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
と
し

て
も
用
い
ら
れ
る
。
製
造
業
、
情
報

通
信
産
業
、
運
輸
事
業
者
、
交
通
事

業
者
、
自
治
体
と
蓄
電
池
を
共
有
す

る
こ
と
は
不
可
欠
と
な
る
。
所
有
形

態
は
今
後
も
進
化
を
求
め
ら
れ
る
。

再
エ
ネ
の
発
電
出
力
が
拡
大
し
続

け
る
中
で
、
昼
の
発
電
余
剰
、
夜
の

発
電
不
足
、
雪
の
日
の
電
力
不
足
、

季
節
変
動
に
対
応
す
る
た
め
、
蓄
電

池
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
続
く
。
30
年

の
再
エ
ネ
導
入
目
標
に
向
け
て
蓄
電

池
ビ
ジ
ネ
ス
は
進
化
、
発
展
が
続
く

だ
ろ
う
。

た
き
ぐ
ち・
し
ん
い
ち
ろ
う  

外
資
系
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
、Ｊ
リ
ー
ト
運
用
会

社
、エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ァ
ン
ド
等
を
経
て
、２
０ 

０
９
年
日
本
総
合
研
究
所
に
入
社
。
専
門

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、脱
炭
素
政
策
。
著
書

に﹁
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル・
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
﹂な
ど
が
あ
る
。
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